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【背景】 

スキージャンプの踏み切り動作においては，身体重心に上昇速度を与えると同時に，前方回転をも

たらす角運動量を与えることが重要であることが知られている(Virmavirta 2000)。一方で，踏み切り動

作に伴う姿勢変化，すなわちクローチング姿勢とよばれる助走姿勢から，股関節および膝関節を伸展

させた踏み切り動作終了までの姿勢変化は，選手に作用する空気力（抗力および揚力）を増大させる

ことが報告されてきた(Baumann 1979; Virmavirtaら 2001; 山本ら 2004)。Virmavirtaら(2001)は，踏

み切り動作に伴う揚力の増大が，踏み切り動作時間を短縮する要因であることを指摘し，踏み切り動

作における揚力の利用も技術的に重要であると説いた。しかしながら，体幹部分の迎え角増大による

揚力の増大には，抗力の増大も付随して起こること(山本ら 2004)を考慮すると，踏み切り動作による

揚力の積極的な利用は助走速度を減少させてしまう可能性もある。これらのことを考慮すると，踏み

切り動作における空気力の利用には，揚力の最大化と抗力の最小化という課題を同時に満たすような

姿勢の最適化が必要であると考えられる。 

そこで本研究では，踏み切り動作が高度に最適化されていると推測される，世界の一流選手を対象

に，その踏み切り動作に伴う空気力を測定し，空気力の利用方法について明らかにすることを目的と

した。 

 

【方法】 

東京大学先端科学技術研究センターの大型低速風洞実験室（噴き出し口直径：3 m）を用いて風洞

実験を行った。被験者は，第21回オリンピック冬季競技大会(バンクーバー)においてノーマルヒル個

人およびラージヒル個人種目の第 1位となったSimon Ammann選手(SUI)であった。風洞実験室に

において気流速度を32 m/sとし，踏み切り動作を行わせた。 

 

【結果と考察】 

風洞実験によって得られた空気力資料と，2次元画像解析の結果とを踏まえて考察する予定。 
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